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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は月経周期が女性アスリートの口腔内環境に及ぼす影響を検討すること
である。女性アスリートの口腔内環境を調査した結果、う蝕経験や歯周ポケットの状態は良好であったが、歯肉
の炎症や不良な口腔清掃状態が認められた。また、口腔内のトラブルが原因により競技に支障が出た経験や咬合
能力の低下も認められ、予防等の口腔内環境への意識は低いことが判明した。卵胞期と黄体期での比較では有意
差は認められなかったが、個別に検討するとう蝕や歯周病のリスクが高い選手もおり、口腔への関心を向上させ
る必要がある。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to examine the effects of the menstrual cycle 
on the oral environment of female athletes. As a result of investigating the oral environment of 
female athletes, caries experience and periodontal pocket conditions were good, but gingival 
inflammation and poor oral hygiene were observed. In addition, there was an experience that hindered
 competition due to intraoral troubles and a decline in occlusal ability. It was shown that 
awareness of the oral environment, such as prevention, is poor. No significant difference was 
observed between follicular and luteal phases. However, when examined individually, some athletes 
are at high risk of caries and periodontal disease, and it is necessary to improve interest in the 
oral cavity.

研究分野：歯周病学・スポーツ歯科

キーワード： 女性アスリート　月経周期　口腔内環境
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により、女性アスリートの口腔内環境の状態や意識の低さが把握でき、パフォーマンスへの影響だけでな
く、咀嚼能力の低下による栄養摂取への懸念も明らかになった。口腔内環境を整えることによる女性アスリート
の体調管理方法を検討する上で一助となり得るが、月経周期の影響等について明らかになっていない点が多く、
その解明が進むことが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

（１）アスリートは、口渇やスポーツ飲料の頻回摂取、間食、ブラッシングの怠り等からう蝕や

歯周病のリスクが高い口腔環境である。歯の欠損は咬合状態の不均衡を来たし、体幹バランスへ

影響し、パフォーマンスの低下をもたらすと考えられる。しかしながら、現状としては競技に直

結する身体のケアは入念に行っているにも関わらず、口腔健康管理状態は不良であり、アスリー

トにとって、日常的な口腔健康管理に関しては指導者を含め、意識が低い。 

（２）女性は、月経周期に伴い、ホルモンが変化するため、体調の変化はもちろんのこと、口腔

内環境も変化する。月経周期に合わせて女性ホルモンの増加により歯周病原細菌が増殖し、歯肉

の炎症が増加することや免疫応答が抑制され易感染性になること、中等度以上の歯周病を罹患

した妊婦は早産や低体重児出産のリスクが高まることが報告されている。 

 

２．研究の目的 

女性アスリートの月経周期が口腔内環境に及ぼす影響を調査し、女性アスリートの特徴を考

慮した口腔健康管理の有効性を検証することを目的に本研究を企画した。 

 

３．研究の方法 

（１）被験者・測定項目 

大学体育系クラブに所属し、週 5日以上運動習慣がある者で正常な月経周期（25-38日）を有

し、経口避妊薬を服用していない者とした。最終的に 13名を対象とした。各被験者に対し、週

に 1回の測定を 5週連続（計 5回）実施した。 

①アンケート調査：スポーツに関連する口腔内関連のアンケートを行なった。 

②生化学検査（血液）：血中エストラジオールおよびプロゲステロン値を測定した。ASTRIM 

FIT（伊藤超短波）を用いてヘモグロビン推定値を測定した 

③唾液量：安静座位にて、5分間唾液を回収し測定した。 

④う蝕・歯周病リスク判定：Sill-ha（Arkray）を用いて 7項目（う蝕原性菌、酸性度、緩衝能、

白血球、タンパク質、アンモニア）を測定した。 

⑤唾液中ストレスマーカー：SOMA Cube Reader （SOMA）を用いて IgA・コルチゾール濃度

を測定した。 

⑥口臭検査：オーラルクロマ（NISSHAエフアイエス株式会社）を用いて硫化水素、メチ 

ルメルカプタン、ジメチルサルファイドを測定した。 

⑦臨床パラメータ：日本歯周病学会認定医 1名が全て測定を実施した。視診、顎関節の状態の

確認、プロービング検査（6点法、代表歯：16、11、24、36、31、44）、プロービング時の出

血（Bleeding Index：BI）および口腔清掃状態の検査（O’Learyの Plaque control record：PCR）

を行った。 

⑧咬合接触状態：T-スキャンⅢ（ニッタ株式会社）を用いて測定した。 

⑨咀嚼機能検査：グルコセンサーGS-Ⅱ（株式会社ジーシー）を用いて咀嚼能力を測定した。 

（２）月経周期の設定 

LSIメディエンス基準およびカレンダー法を用いて、生化学検査結果を分類し、月経周期の期

分けを行った。 

（３）統計学的解析 



卵胞期と黄体期の比較には、Shapiro-Wilk検定後、正規性が認められた場合、対応のある t検

定を行なった。有意水準は 5%未満とした。 

 

４．研究成果 

（１）生化学検査（血液） 

月経周期のデータが取れた 8 名（22.3±1.9 歳）を対象に卵胞期と黄体期で比較を行った。エ

ストラジオールおよびプロゲステロンともに卵胞期に比べて黄体期に有意に高い値を示した（p

＜0.001）。ヘモグロビン推定値は卵胞期（12.8±1.1 g/dL）と黄体期（12.7±1.3 g/dL）で有意差は認

められなかった。 

（２）う蝕経験指数および口腔内基本情報 

う蝕経験指数は、一般女性（平成 28 年度歯科疾患実態調査：20～24 歳；87.9%・8.2±5.8 本）

と比べ、DMF者率 84.6%および DMFT指数 6.0 ± 5.9本と低かったが、個人差が認められた（図

1）。未処置歯は 0.9±1.3本であり、一般女性（0.9±1.7本）と同程度であった。部位別では上下顎

ともに臼歯部に多く認められ、口腔の奥になるほど口腔清掃が困難になることが影響したと思

われる。外傷は 30.8％の被験者に認められ、部位は一般的にも高頻度の上顎前歯部のみであっ

た。歯周病に関連する「歯肉の炎症」は 38.5％および「歯石」は 61.5％に認められ（図 2）、口腔

清掃状態の不良が影響していると思われる。 

図 1 う蝕経験指数（n=13）             図 2 う蝕経験以外の口腔内所見（n=13） 

（３）唾液検査 

唾液量は卵胞期（3.0 ± 1.7 mL）と黄体期（3.2 ± 1.5 mL）で有意な差は見られなかった。ま

た、唾液中の IgA およびコルチゾールも有意な差は見られなかった。これらはストレスマーカ

ーの指標であり、前日の練習や試合の状況（運動時間、運動強度）による影響が大きいと考えら

れる。 

（４）う蝕・歯周病リスク検査 

すべての項目については卵胞期・黄体期間に有意差は認められなかった。実験前日については

21:00以降の飲食（水のみ可）を制限したが、食事内容までは規定することができなかったため、

その影響を受けた可能性がある。 

（５）口臭検査 

卵胞期・黄体期間で口臭測定値に有意な差は見られなかった。 

（６）歯周組織検査・口腔清掃状態 

平均ポケット深さ（PD）は 2.1 ± 0.2 mmであり健常範囲内であったが、個人別では 6 mmの部

位もあり破折の可能性があると考えられる。BIは 24.2 ± 6.9%とやや高く、口腔清掃状態の不良

（PCR：58.9 ± 14.2%）が影響していると思われる。女性ホルモンの増加により歯肉の炎症が増

加することが報告されているが、本研究では特に歯肉炎症が関与する BIにおいて卵胞期・黄体

期間に有意差は認められなかった。 



（７）アンケート調査 

歯科受診経験は 84.6％と高く、1 年以内の受診歴も約半数（46.2%）に至っているが、う蝕治

療（38.5%）が主な目的であり、定期検診で受診している被験者はいなかった。口腔内のトラブ

ルで競技に支障が出た経験があるものは 23%であり、過去の報告と同傾向であった。自覚症状で

はう蝕と歯肉炎に関する項目が多かったが、歯や歯肉の痛みは少なかった。また、顎関節や咬合

に関する項目も多かった（図 3）。本研究では、練習中・後および練習以外においてミネラルウ

ォーターが一番多く（図 4・5）、う蝕経験や酸蝕歯が少ない結果に結びついていると考えられる。

口腔衛生習慣において、1日の歯ブラシ回数は全員 2回以上であり、タイミングも朝および就寝

前が多く（朝食後：84.6%、就寝前：69.2%）、時間も 5分間以上実施している（76.9%）。しかし

ながら、口腔清掃状態が不良の理由として、ブラッシング方法の不備や補助的清掃用具の未使用

が挙げられる。歯磨剤は全員を使用しているが、現在ほとんどがフッ化物含有歯磨剤であり、う

蝕経験を下げている一因と思われる。 

 

図 3自覚症状（n=13） 

 

図 4 練習中・練習後の習慣的飲料（n=13）       図 5 練習以外での習慣的飲料（n=13） 

 

（８）咬合接触検査・咀嚼能力検査 

咬合接触検査では、荷重値総和の平均は 4068.8（最大：8113 、最小 1910）、接触面積当たりの

荷重の平均は 38.82 /mm2（最大：58.1 /mm2、最小 27.4 /mm2）であった。咬合バランスにおいて

左右差が 20%以上認められた者は 38.5%を占め、最大で 35%であった。口腔内所見とアンケート

調査による自覚症状を比較すると、顎関節症状については一致していたが、不正咬合については

ほとんど一致していなかった。臼歯 1～2歯程度しか咬合していない open bite も認められたが、



歯並びについての自覚症状はなかった。 

咀嚼能力検査では、健常有歯顎者の基準は 150 mg/dL以上であるが、本研究では両側の平均が

134.4±38.7 mg/dLであった。以上のことから、自身の咬合状態への意識は低く、咀嚼能力も低下

していることが示唆された。 

 

（９）総括 

本研究の結果から口腔内環境については、口腔清掃状態の不良や未処置う蝕の放置といった

従来と同様な傾向がみられた。歯科受診の目的もう蝕治療がほとんどであり、定期検診で訪れた

被験者は居なかったことから、治療だけでなく定期検診を含めた予防のより一層の啓発に努め、

アスリートの意識改革を進めなければならない。一方で、習慣的飲料の種類やう蝕・酸蝕歯が少

ない点等、異なる結果も認められており、周知方法も含め口腔管理の指導方法について再検討が

必要である。 

卵胞期と黄体期の比較では、ほぼ有意な差は見られなかったが、個別のデータを検討すると、

黄体期に酸性度が増加し、緩衝能が低下したケースもあり、先行研究同様に黄体期にう蝕・歯周

病のリスクが高まることを示す。口腔内環境は月経周期だけでなく、様々な要因に影響を受け、

また個人差も大きい。そのため、選手一人一人の特性を理解し、コンディショニングに生かして

いくことが必要と考えられる。 

当初の予定では介入研究も検討していたが、新型コロナウイルス感染症の影響により実施内

容の変更をせざるを得なかった。スポーツにおいては競技特性も影響することから、実施人数を

増やすことが必要である。また、咀嚼能力の低下が顕著であったことから、栄養摂取に関しても

懸念される。本研究は口腔内環境を整えることによる女性アスリートの体調管理方法を検討す

る上で一助となり得るが、月経周期の影響等について明らかになっていない点が多く、その解明

が進むことが期待される。 
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